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　今年はコロナ禍の一年となり、博物館でも感染予防対策に追われました。道内
外の観光客も多く来館される博物館では、人気だった「体験できる昔の電話」の
使用を中止するなど、触れる体験展示は行っていません。工夫をして早く元の展
示形態に戻れれば…と模索しています。

り便からのお
第10号

　

標
茶
に
生
き
た
人
々
の
中
に
は
、
伝
記
の
よ
う
な
形
で
記
録
さ
れ
、
歴
史

に
そ
の
名
を
残
し
た
方
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
々
の
人
生
の
物
語
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
回
は
前
号
に
引
き
続
き
、
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
長
、
桑
田
貞

三
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
８
８
８
年
（
明
治
21
年
）、
広
島
県
に
生
ま
れ
た
桑
田
は
騎
兵
将
校
と

し
て
活
躍
。
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
８
月
に
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
長

と
し
て
着
任
。
当
時
の
階
級
は
陸
軍
中
佐
で
、
47
歳
で
し
た
。

　

桑
田
着
任
時
の
川
上
支
部
は
整
備
が
完
了
し
安
定
し
た
時
期
で
し
た
。

当
時
の
日
本
の
情
勢
は
満
州
帝
国
建
国
、
そ
し
て
国
際
連
盟
脱
退
と
国
際

的
な
孤
立
を
深
め
て
い
ま
し
た
が
、
標

茶
の
人
々
に
さ
ほ
ど
の
危
機
感
は
な

か
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
む
し

ろ
１
９
３
５
年
に
は
標
津
線
の
工
事
に

着
手
、
翌
年
に
は
北
海
道
製
糖
磯
分
内

工
場
の
操
業
を
控
え
る
な
ど
、
町
に
は

活
気
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
人
口
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
１
９
３
５
年
に
は

８
６
２
７
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
桑
田

が
い
た
時
期
の
川
上
支
部
は
記
録
が
よ

く
残
さ
れ
て
お
り
、
活
動
を
つ
か
む
こ

と
の
で
き
る
時
期
で
す
。
川
上
支
部
に

お
け
る
同
年
の
保
管
馬
数
は
１
６
０
２
頭
。
標
茶
村
全
体
の
一
般
馬
総
数
は

３
１
６
０
頭
で
、
い
か
に
軍
馬
補
充
部
の
保
管
馬
数
が
多
か
っ
た
か
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
川
上
支
部
で
は
毎
年
３
０
０
頭
以
上
の
２
～
３
歳
馬
を
一
般

の
農
家
よ
り
購
入
し
、
同
数
近
い
保
管
馬
を
陸
軍
師
団
な
ど
へ
供
給
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
川
上
支
部
と
そ
れ
を
支
え
た
一
般
農
家
の
馬
産
業
が

活
発
化
し
た
一
因
に
は
、
砲
兵
輓ば
ん
ば馬
と
し
て
最
適
の
体
格
を
備
え
て
い
た
と

い
わ
れ
る
釧
路
地
方
の
特
産
馬
「
日
本
釧
路
種
」
が
１
８
３
２
年
（
昭
和
７

年
）
に
誕
生
し
た
こ
と
も
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
、
釧

標
茶
近
世
・
近
代
人
物
誌　
第
５
話

軍
馬
補
充
部
川
上
支
部

　
　
　
　
第
14
代
支
部
長　

桑
田　
貞
三
（
後
編
）大楽毛駅前の日本釧路種銅像

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、新しい生活様式が提案されています。不特定多数の方が来
館されるニタイ・トでは、来館される方へ以下の対応をお願いしています。
個人見学のススメ！
・来館される方にはマスクの着用をお願いしています。
・入館の際に手洗い消毒と検温をお願いしています。
・�館内では１階のみ飲み物を飲むことが可能ですが、１階での食事と２階
での飲食はご遠慮いただいています。
団体見学のススメ！
・�個人見学と同様に、マスクの着用と入館時の手洗い消毒、検温をお願い
しています。
・�１回の入館上限を20人としています。それ以上の人数の場合は、２回
に分けて入館いただくようお願いしています。
・飲食に関しては個人見学と同じく、１階で飲み物を飲むこと以外はご遠慮いただいています。
　ご自身やほかの来館者の身を守るため、ご理解とご協力をお願いします。また館内では、定期的に手
の触れるような箇所は適時消毒をしています。安心してご来館ください。

コロナ時代のニタイ・ト見学のススメ!!
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路
市
の
大
楽
毛
駅
に
銅
像
が
残
る
日
本
釧
路
種
は
、
日
本
で
誕
生
し
た
唯
一

の
馬
の
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

桑
田
は
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
年
）
に
発
行
さ
れ
た
「
標
茶
記
念
誌
」

に
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
３
月
に

川
上
支
部
か
ら
転
任
す
る
際
に
写
さ

れ
た
記
念
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。

桑
田
が
標
茶
を
去
っ
た
４
カ
月
後
、

盧ろ
こ
う
き
ょ
う

溝
橋
事
件
が
起
き
、
日
中
戦
争
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。
桑
田
は
中
国
大

陸
へ
と
渡
り
、
騎
兵
第
十
連
隊
長
に

着
任
。そ
の
後
も
指
揮
官
と
し
て
各
隊
を
渡
り
歩
き
な
が
ら
転
戦
し
ま
し
た
。

最
後
は
陸
軍
少
将
と
し
て
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
７
月
に
編
成
さ
れ
た

独
立
混
成
第
１
３
０
旅
団
長
と
な
り
、奉ほ
う
て
ん天
（
現
中
華
人
民
共
和
国
瀋
陽
市
）

で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
武
装
解
除
さ
れ
た
後
は
、
カ
ラ

ガ
ン
ダ
第
10
収
容
所
（
現
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
カ
ラ
ガ
ン
ダ
）
に
収
容
さ

れ
ま
す
。
カ
ラ
ガ
ン
ダ
で
は
多
く
の
日
本
兵
捕
虜
が
収
容
さ
れ
、
炭
鉱
採
掘

な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。
桑
田
の
そ
の
後
は
不
明
で
す
が
、１
９
５
９
年（
昭

和
34
年
）
に
71
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
カ
ラ
ガ
ン

ダ
の
強
制
労
働
か
ら
生
き
て
日
本
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

桑
田
に
と
っ
て
、
標
茶
は
穏
や
か
に
軍
務
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
最
後
の

赴
任
地
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

主
要
な
参
考
文
献
・
引
用
文
献

・「
日
本
陸
軍
将
官
辞
典
」　

２
０
０
１
年 

福
川
秀
樹
・
著 

芙
蓉
書
房
出
版

・「
標
茶
記
念
誌
」　

１
９
３
６
年 

高
橋
虎
・
編
著 

洗
硯
書
院

・「
釧
路
産
馬
発
達
ノ
概
要
」　

１
９
３
６
年 

釧
路
畜
産
組
合

・「
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
と
標
茶
そ
の
① 

標
茶
町
郷
土
館
報
告
第
18
号
」

　

２
０
０
６
年 

坪
岡 

始

・「
標
茶
町
史
通
史
編 

第
１
巻
」　

１
９
９
８
年
標
茶
町
役
場

・「
標
茶
町
史
通
史
編 

第
２
巻
」　

２
０
０
１
年
標
茶
町
役
場

・�
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
Ｒ
ｅ
ｆ
．
Ｃ

１
２
１
２
２
４
２
７
５
０
０
、８
画
像
目
。
Ｃ
１
４
０
２
０
８
７
４
６
０
０
、７
画

像
目
。
Ｃ
１
２
１
２
１
２
０
３
９
０
０
、７
画
像
目
。

「標茶記念誌」に
見られる職員

いきもの� 発見日和
File.5　アオサギとヌマガレイ
発見日　10月

　ヌマガレイを捕まえて得意げな様子のアオサギ

を塘路湖で発見しました。この個体のすぐ後ろで

は若いアオサギの個体が様子を見ていました。

　アオサギの狩りは、水辺に立ち、餌が近づいて

くるのをじっと待つ、待ち伏せスタイルです。餌

が近づいてきたところで、長いくちばしを使って

素早く捕まえます。大きな魚の時は、くちばしで

魚を刺して捕まえることもあるそうです。

［参考文献］北海道野鳥図鑑（2004）亜璃西社

　毎年、皆さんからご好評いただいている暖炉ですが、
12月５日㈯から土日限定でまきがくべられます。暖炉が
ある１階ラウンジは無料の休憩スペースとなっていますの
で、暖炉の火を眺めながらゆったりとした時間を過ごせ
ます。なお、暖炉は12～５月の冬季限定となっています。
皆さんの来館をお待ちしています。

今年も博物館の暖炉に火がともります


